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一　
は
じ
め
に
　
中
国
に
お
い
て
は
、
経
済
が
急
速
に
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、
電
子
商
取
引
の
規
模
は
急
激
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
中
国
に
お
い
て
個
人
情
報
が
侵
害
さ
れ
た
事
件
が
続
々
と
現
れ
て
、
個
人
情
報
の
保
護
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
　
２
０
０
７
年
中
国
社
会
科
学
院
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
問
題
は
主
と
し
て
以
下
の
三
つ
の
種
類
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
過
度
に
個
人
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
多
く
の
会
社
が
業
務
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
個
人
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
会
員
カ
ー
ド
の
登
録
に
身
分
証
明
書
番
号
、
勤
め
先
、
配
偶
者
の
状
況
等
の
情
報
提
供
を
申
請
者
に
求
め
た
。
第
二
に
、
勝
手
に
個
人
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
法
律
に
根
拠
が
な
い
状
況
の
下
で
本
人
の
許
可
も
得
ず
に
個
人
の
情
報
を
公
開
す
る
。
例
え
ば
、
銀
行
は
銀
行
の
借
金
を
弁
済
し
な
い
者
の
氏
名
、
勤
め
先
、
住
所
等
を
公
開
し
た
こ
と
が
あ
り
、
行
政
機
関
で
あ
る
警
察
署
は
交
通
規
則
に
違
反
し
た
者
の
氏
名
、
勤
め
先
、
住
所
等
を
公
開
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
第
三
に
、
勝
手
に
個
人
情
報
を
他
人
に
提
供
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
法
律
に
根
拠
が
な
い
状
況
の
下
で
本
人
の
許
可
も
得
ず
に
個
人
の
情
報
を
他
人
に
提
供
す
る
。
例
え
ば
、
銀
行
同
士
、
保
険
会
社
同
士
の
間
で
本
人
の
許
可
を
経
ず
に
互
い
に
投
資
者
の
情
報
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
利
益
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
法
律
に
違
反
し
て
不
動
産
販
売
会
社
に
銀
行
や
保
険
会
社
の
投
資
者
の
個
人
情
報
を
販
売
し
た
事
件
も
あ
り
、
病
院
に
登
録
さ
れ
た
患
者
の
個
人
情
報
を
赤
ち
ゃ
ん
商
品
の
販
売
会
社
に
販
売
し
た
事
件
も
あ
っ
た
。
　
そ
の
ほ
か
に
、
近
年
か
ら
中
国
の
資
本
市
場
に
お
い
て
、
中
外
合
資
の
証
券
会
社
が
投
資
者
の
取
引
デ
ー
タ
を
営
業
上
の
目
的
で
海
外
の
本
社
に
移
転
す
る
こ
と
と
、
個
人
情
報
を
大
量
に
持
っ
て
い
る
中
国
の
会
社
が
ア
メ
リ
カ
の
証
券
取
引
所
に
上
場
す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
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一
方
で
、
中
国
に
お
い
て
、
近
年
か
ら
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
立
法
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
重
要
な
も
の
と
し
て
、
以
下
幾
つ
か
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
２
０
２
０
年
に
成
立
し
た
中
国
の
民
法
典
に
は
「
人
格
権
」
が
独
立
の
一
編
（
第
四
編
︶
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
第
四
編
の
「
人
格
権
」
の
中
で
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
情
報
の
保
護
」
が
第
六
章
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
次
に
、
２
０
２
１
年
６
月
10
日
に
「
デ
ー
タ
安
全
法
」
が
成
立
し
た
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
２
０
１
９
年
に
個
人
情
報
保
護
法
の
制
定
は
始
ま
っ
た
。
現
在
中
国
の
立
法
機
関
で
あ
る
全
国
人
民
代
表
大
会
に
お
い
て
二
回
目
の
審
議
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
今
年
度
内
に
三
回
目
の
審
議
を
受
け
て
可
決
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
　
個
人
情
報
保
護
法
の
立
法
は
一
般
国
民
の
生
活
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
中
国
国
内
に
お
い
て
多
く
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
本
文
は
中
国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
を
中
心
に
中
国
の
個
人
情
報
保
護
の
現
状
と
今
後
の
発
展
を
検
討
し
た
い
。
二　
中
国
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
立
法
の
状
況
　
前
述
の
と
お
り
、
現
在
中
国
は
個
人
情
報
保
護
法
を
制
定
し
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
法
は
個
人
情
報
を
保
護
す
る
専
門
な
法
律
と
し
て
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
実
際
は
、
個
人
情
報
保
護
法
制
定
さ
れ
る
前
に
、
中
国
に
お
い
て
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
令
が
存
在
す
る
。
以
下
で
は
、
個
人
情
報
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る
前
の
法
令
を
含
め
て
中
国
の
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
立
法
状
況
を
整
理
す
る
。
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（
一
︶
個
人
情
報
保
護
法
の
立
法
背
景
１　
２
０
１
２
年
に
制
定
さ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
保
護
を
強
化
す
る
決
定
」
　
中
国
に
お
い
て
、
個
人
情
報
保
護
の
立
法
は
２
０
１
２
年
に
全
国
人
民
代
表
大
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
保
護
を
強
化
す
る
決
定
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
法
令
は
２
０
１
２
年
12
月
28
日
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
個
人
情
報
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
中
国
は
比
較
的
に
早
い
時
期
か
ら
既
に
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
保
護
を
強
化
す
る
決
定
」
に
お
い
て
初
め
て
個
人
を
識
別
す
る
電
子
情
報
及
び
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
該
当
す
る
電
子
情
報
を
保
護
す
る
と
定
め
ら
れ
た1
。
ま
た
、最
初
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
令
と
し
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
保
護
を
強
化
す
る
決
定
」
に
は
個
人
情
報
の
保
護
は
①
合
法
、
②
正
当
、
③
必
要
、
と
の
三
つ
の
重
要
原
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
原
則
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
個
人
情
報
保
護
の
基
本
理
念
は
そ
の
後
の
立
法
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
２　
２
０
１
３
年
に
制
定
さ
れ
た
「
電
信
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
者
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
管
理
規
定
」
　
２
０
１
３
年
６
月
28
日
に
、
中
国
に
お
い
て
工
業
と
情
報
化
部
（
中
国
の
中
央
政
府
で
あ
る
国
務
院
の
下
に
設
置
さ
れ
た
一
つ
の
部
門
で
あ
り
、
日
本
の
省
に
相
当
す
る
。︶
は
「
電
信
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
者
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
管
理
規
定
」
を
制
定
し
た
。
こ
の
規
定
は
個
人
情
報
の
収
集
と
使
用
、
個
人
情
報
の
安
全
保
障
の
措
置
、
個
人
情
報
使
用
の
監
督
、
等
事
項
を
詳
細
に
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
電
信
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
者
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
管
理
規
定
」
に
お
い
て
、「
個
人
情
報
」
は
、
電
信
業
務
の
経
営
者
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
際
に
、
収
集
し
た
使
用
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
身
分
証
明
書
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
銀
行
の
口
座
番
号
等
は
単
独
又
は
そ
の
他
の
情
報
と
合
わ
せ
中国における個人情報の保護について
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て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者
の
身
分
と
サ
ー
ビ
ス
の
使
用
時
間
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
使
用
場
所
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
定
義
さ
れ
た2
。
こ
の
定
義
に
個
人
情
報
の
範
囲
に
関
し
て
初
め
て
「
使
用
者
の
身
分
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
概
念
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
そ
の
概
念
は
そ
の
後
の
立
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
３　
２
０
１
６
年
に
制
定
さ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
」
　
２
０
１
６
年
11
月
７
日
に
中
国
に
お
い
て
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
に
よ
り
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
」
は
初
め
て
「
法
律
」
の
レ
ベ
ル
で
個
人
情
報
保
護
の
問
題
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
」
に
お
い
て
個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
「
告
知
し
て
同
意
を
得
る
」
と
い
う
こ
と
は
個
人
情
報
使
用
の
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
個
人
情
報
の
削
除
及
び
更
新
は
個
人
の
権
利
と
し
て
初
め
て
認
め
ら
れ
、
個
人
情
報
の
海
外
に
移
転
す
る
こ
と
も
規
制
さ
れ
た
。
　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
比
較
的
に
詳
細
に
定
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
」
は
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
４　
２
０
２
０
年
に
制
定
さ
れ
た
「
民
法
典
」
　
２
０
２
０
年
５
月
28
日
に
中
国
に
お
い
て「
民
法
典
」が
成
立
し
た
。
こ
の「
民
法
典
」の
第
四
編
に「
人
格
権
」が
定
め
ら
れ
た
。
人
格
権
を
独
立
の
一
編
と
し
て
立
法
す
る
こ
と
は
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
中
国
民
法
典
の
最
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
　
中
国
の
民
法
典
に
定
め
ら
れ
た
人
格
権
に
お
い
て
生
命
権
、
身
体
権
、
健
康
権
、
氏
名
権
等
の
ほ
か
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
も
一
つ
の
内
容
と
し
て
明
確
に
定
め
ら
れ
た3
。
注
意
に
値
す
る
の
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
ほ
か
に
、
民
法
典
の
人
格
権
の
部
分
に
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は
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
定
も
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
列
挙
す
る
方
法
で
個
人
情
報
の
内
容
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
定
は
今
現
在
行
わ
れ
て
い
る
個
人
情
報
保
護
法
の
制
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
（
二
︶
個
人
情
報
保
護
法
の
立
法
現
状
　
上
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
個
人
情
報
保
護
法
は
制
定
さ
れ
る
前
に
、
個
人
情
報
保
護
に
関
し
て
多
く
の
法
令
が
既
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
単
行
法
と
し
て
の
個
人
情
報
保
護
法
は
、
個
人
情
報
の
保
護
を
大
幅
に
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
に
、
異
な
る
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
個
人
情
報
保
護
の
規
定
内
容
を
統
合
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
　
中
国
に
お
い
て
、
個
人
情
報
保
護
法
の
立
法
作
業
は
２
０
１
９
年
頃
よ
り
開
始
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
10
月
13
日
に
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
に
よ
り
一
回
目
の
審
議
が
行
わ
れ
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
２
０
２
１
年
４
月
26
日
に
二
回
目
の
審
議
が
な
さ
れ
た
。
現
在
二
回
目
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
終
わ
っ
て4
三
回
目
の
審
議
を
待
っ
て
い
る
段
階
に
あ
り
、
今
年
度
内
に
三
回
目
の
審
議
を
経
て
可
決
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
（
三
︶
個
人
情
報
保
護
の
立
法
内
容
　
２
０
２
０
年
10
月
13
日
に
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
一
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
は
、
全
部
で
８
章
あ
り
、
70
か
条
に
よ
り
構
成
さ
れ
る5
。
　
２
０
２
１
年
４
月
26
日
に
審
議
さ
れ
た
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
は
一
回
目
の
草
案
と
比
べ
れ
ば
、
同
じ
８
章
と
な
っ
て
い
る
が
、
条
文
数
は
少
し
増
え
て
73
か
条
と
な
っ
た
。
二
回
目
の
草
案
に
修
正
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
草
案
の
作
成
を
担
当
す
る
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
法
制
工
作
委
員
会
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
五
つ
の
部
分
が
あ
る
。
①
個
人
情
報
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を
過
度
に
収
集
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
個
人
情
報
の
処
理
は
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
則
を
整
備
し
た
。
②
個
人
情
報
の
処
理
に
関
し
て
同
意
を
撤
回
す
る
こ
と
、
自
動
化
の
決
定
、
海
外
へ
の
提
供
等
の
規
則
を
充
実
し
た
。
③
死
者
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
規
定
を
新
設
し
た
。
④
国
家
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
管
理
部
門
が
個
人
情
報
の
保
護
を
促
進
・
管
理
す
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
を
明
確
に
定
め
た
。
⑤
個
人
情
報
の
権
益
を
侵
害
す
る
行
為
の
民
事
責
任
を
整
備
し
た6
。
　
上
記
の
修
正
内
容
の
ほ
か
に
、
二
つ
の
重
要
な
修
正
内
容
は
注
意
に
値
す
る
と
考
え
る
。
一
つ
は
、
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
お
い
て
、
法
令
の
授
権
に
よ
り
公
共
事
務
を
管
理
す
る
組
織
は
規
制
す
る
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と7
。
も
う
一
つ
は
、
使
用
者
が
大
量
に
有
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と8
。
三　
中
国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
お
け
る
問
題
点
と
今
後
の
発
展
　
前
述
の
と
お
り
、
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
内
容
は
大
幅
に
修
正
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
お
い
て
ま
だ
多
く
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。
特
に
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
幾
つ
か
の
基
本
問
題
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
中
国
に
お
い
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
以
下
で
は
、
中
国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
お
け
る
基
本
問
題
を
巡
っ
て
現
在
の
立
法
状
況
と
そ
の
理
論
上
の
争
点
及
び
今
後
の
発
展
を
検
討
し
た
い
。
（
一
︶
個
人
情
報
の
権
利
属
性
　
個
人
の
情
報
は
そ
も
そ
も
権
利
の
一
種
で
あ
る
か
？
そ
の
属
性
は
個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
最
も
基
礎
と
な
る
問
題
で
あ
る
。
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こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
お
い
て
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
２
０
２
０
年
に
成
立
し
た
中
国
の
民
法
典
を
見
れ
ば
、
１
１
１
条
に
は
「
自
然
人
の
個
人
情
報
は
法
律
に
保
護
さ
れ
る
」
と
明
確
に
定
め
ら
れ
た
が
、
個
人
の
情
報
は
ど
の
よ
う
な
権
利
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
　
中
国
の
民
法
典
の
構
造
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
の
民
法
典
の
１
０
３
４
条
は
１
１
１
条
と
同
様
に
「
個
人
の
情
報
は
法
律
に
保
護
さ
れ
る
」
を
定
め
た
上
に
、
さ
ら
に
個
人
情
報
の
内
容
等
を
も
定
め
た
の
で
あ
る
。
１
１
１
条
は
民
法
典
の
第
一
編
「
総
則
」
の
第
五
章
「
民
事
権
利
」
の
中
に
あ
り
、
１
０
３
４
条
は
第
六
編
「
人
格
権
」
の
第
六
章
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
個
人
情
報
の
保
護
」
に
あ
る
。
こ
の
構
造
か
ら
し
て
、
ま
ず
、
個
人
の
情
報
に
関
す
る
規
定
は
第
一
編
「
総
則
」
の
中
の
第
五
章
「
民
事
権
利
」
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
の
情
報
は
民
事
権
利
の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
次
に
、
中
国
の
民
法
典
に
お
い
て
個
人
の
情
報
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
並
ん
で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
の
情
報
は
人
格
権
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
本
来
で
あ
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
に
、
個
人
の
情
報
は
民
法
典
に
定
め
ら
れ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
同
様
に
民
事
権
利
と
し
て
取
り
扱
う
の
は
自
然
で
あ
る
が
、
個
人
情
報
の
範
囲
に
電
子
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
る
た
め
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
の
ID
と
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
で
の
出
店
デ
ー
タ
、
電
子
商
取
引
等
の
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
電
子
の
デ
ー
タ
は
財
産
の
属
性
を
有
す
る
か
大
き
な
疑
問
に
な
る
。
ま
た
、
電
子
商
取
引
や
受
診
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
自
然
に
形
成
す
る
行
為
の
痕
跡
と
し
て
個
人
が
所
有
す
る
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
個
人
情
報
は
社
会
の
公
共
利
益
に
関
連
す
る
面
を
否
定
で
き
な
い
た
め
、
社
会
全
体
で
共
有
す
る
も
の
、
或
い
は
公
共
の
も
の
で
も
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
中
国
の
学
会
に
お
い
て
、
電
子
デ
ー
タ
に
つ
き
そ
の
客
体
と
そ
の
財
産
の
属
性
を
巡
っ
て
激
し
く
争
わ
れ
て
い
る
。
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
電
子
デ
ー
タ
の
客
体
に
つ
い
て
「
物
」
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
こ
と
に
対
し
て
あ
ま
り
異
論
が
な
い
が
、
少
数
説
と
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
客
体
と
同
様
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、「
物
」
と
し
て
賛
成
す
る
意
見
の
中国における個人情報の保護について
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中
で
、「
物
権
説
」
と
「
債
権
説
」
等
の
異
な
る
意
見
が
存
在
す
る9
。
こ
れ
に
対
し
て
、
電
子
デ
ー
タ
の
財
産
属
性
に
つ
い
て
意
見
が
対
立
し
て
い
る
。
物
権
と
し
て
認
め
る
な
ら
、
当
然
、
物
と
し
て
の
財
産
属
性
も
有
す
る
こ
と
に
な
る
が10
、
財
産
権
そ
の
も
の
も
不
明
確
な
部
分
が
存
在
す
る
た
め
、
電
子
デ
ー
タ
は
財
産
の
属
性
を
有
し
な
い
と
の
主
張
を
反
対
す
る
者
が
存
在
す
る11
。
　
上
記
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
状
況
と
民
法
典
の
規
定
及
び
学
会
の
検
討
と
の
間
で
、
か
な
り
衝
突
す
る
部
分
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
個
人
情
報
保
護
法
の
基
本
問
題
と
し
て
こ
れ
か
ら
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
私
法
の
基
本
法
で
あ
る
民
法
に
係
る
重
要
な
問
題
と
な
る
た
め
、
そ
の
発
展
は
注
目
に
値
す
る
。
（
二
︶
個
人
情
報
保
護
法
の
位
置
づ
け
　
個
人
情
報
保
護
の
問
題
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
発
展
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
問
題
は
新
し
い
問
題
で
は
な
い
が
、
科
学
技
術
の
発
展
に
つ
れ
て
非
常
に
複
雑
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
従
来
の
個
人
情
報
の
保
護
と
大
分
異
な
る
た
め
、
新
し
い
問
題
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い12
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、個
人
情
報
保
護
法
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、個
人
情
報
保
護
法
は
公
法
か
ら
規
制
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
私
法
か
ら
定
め
る
べ
き
か
と
い
う
法
律
の
位
置
づ
け
に
係
る
重
要
な
問
題
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
中
国
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
巡
っ
て
争
わ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
に
お
い
て
個
人
情
報
保
護
法
は
新
し
い
分
野
と
し
て
、
行
政
管
理
を
行
う
必
要
性
が
極
め
て
高
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
公
法
に
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
意
見
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
個
人
情
報
保
護
法
の
目
的
か
ら
見
れ
ば
、
一
回
目
の
草
案
と
二
回
目
の
草
案
と
の
定
め
に
あ
ま
り
違
い
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
二
回
目
の
草
案
の
１
条
に
よ
れ
ば
、
①
「
個
人
情
報
の
権
益
を
保
護
す
る
」、
②
「
個
人
情
報
を
処
理
す
る
活
動
を
規
範
す
る
」、
③
「
個
人
情
報
の
合
理
的
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な
利
用
を
促
進
す
る
」
と
い
っ
た
三
つ
の
目
的
が
明
確
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
三
つ
の
目
的
を
整
理
す
れ
ば
、
立
法
者
が
個
人
情
報
の
使
用
に
積
極
的
な
態
度
を
持
つ
と
い
う
前
提
の
下
で
、
個
人
情
報
の
権
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
個
人
情
報
を
処
理
す
る
活
動
を
規
範
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
個
人
情
報
保
護
法
の
立
法
趣
旨
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
個
人
の
情
報
が
「
権
益
」
の
一
種
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
立
法
目
的
の
中
の
最
も
重
要
な
内
容
と
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
の
情
報
が
民
事
権
利
に
帰
属
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
（
一
︶
で
検
討
し
た
よ
う
に
中
国
に
お
い
て
争
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、「
権
益
」
と
い
う
概
念
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
法
の
立
場
か
ら
全
体
の
体
系
を
構
築
し
て
い
る
と
推
測
で
き
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
個
人
情
報
保
護
法
は
、
少
な
く
と
も
主
要
な
部
分
は
私
法
と
し
て
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
は
権
利
救
済
の
法
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
民
事
責
任
が
定
め
ら
れ
た
。
民
事
責
任
は
権
利
救
済
の
重
要
な
方
法
と
な
る
。
ま
た
、
立
法
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
個
人
情
報
法
に
お
け
る
民
事
責
任
の
制
定
は
民
法
典
に
定
め
ら
れ
た
民
事
責
任
に
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
中
国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
制
定
は
私
法
或
い
は
民
事
法
の
立
場
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
上
記
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
制
定
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
保
護
法
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
ま
だ
不
明
確
で
あ
る
が
、
将
来
私
法
に
帰
属
す
る
と
い
う
位
置
づ
け
で
立
法
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
（
三
︶
個
人
情
報
の
保
護
範
囲
１　
個
人
情
報
の
定
義
　
個
人
情
報
の
保
護
範
囲
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
お
け
る
重
要
な
問
題
と
な
る
。
二
回
目
の
個
人
情
報
法
の
草
案
に
お
い
て
個
人
情
報
の
保
護
範
囲
に
つ
い
て
は
、「
個
人
情
報
は
、
電
子
的
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
る
、
自
然
人
を
既
中国における個人情報の保護について
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に
識
別
し
た
各
種
の
情
報
と
自
然
人
を
識
別
す
る
可
能
な
各
種
の
情
報
を
い
う
。
但
し
、
匿
名
の
処
理
が
さ
れ
た
後
の
情
報
を
含
ま
な
い
。」
と
定
義
さ
れ
た13
。
ま
た
、
前
述
で
紹
介
し
た
２
０
１
６
年
11
月
７
日
に
成
立
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
」
に
お
い
て
個
人
情
報
の
定
義
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、個
人
情
報
は
、電
子
又
は
そ
の
他
の
方
式
に
よ
り
記
録
さ
れ
る
、
単
独
又
は
ほ
か
の
情
報
と
合
わ
せ
て
使
用
し
て
自
然
人
の
個
人
身
分
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
い
う14
。
こ
の
二
つ
の
定
義
を
対
比
す
れ
ば
、
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
は
「
自
然
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
」
が
定
め
ら
れ
る
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
に
お
い
て
「
自
然
人
の
個
人
身
分
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
」
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
個
人
情
報
の
範
囲
は
少
し
広
い
と
考
え
ら
れ
る
。
２　
個
人
情
報
の
具
体
的
な
内
容
　
個
人
情
報
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
二
回
目
の
草
案
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
中
国
の
民
法
典
に
お
い
て
列
挙
す
る
形
で
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
身
分
証
明
書
番
号
、
生
物
を
識
別
で
き
る
情
報
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
健
康
に
関
す
る
情
報
、
跡
の
情
報
等
が
個
人
情
報
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
明
確
に
定
め
ら
れ
た15
。
中
国
の
民
法
典
は
具
体
的
な
個
人
情
報
を
列
挙
す
る
目
的
は
個
人
情
報
の
具
体
的
な
内
容
を
明
確
に
す
る
ほ
か
に
、
個
人
情
報
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
異
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
意
図
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
如
何
に
し
て
個
人
情
報
の
範
囲
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
範
囲
を
区
別
す
る
の
か
、
及
び
両
者
の
関
係
は
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
非
常
に
曖
昧
と
な
っ
て
い
る16
。
３　
識
別
の
基
準
　
前
述
の
と
お
り
、
個
人
情
報
保
護
法
の
二
回
目
の
草
案
に
お
い
て
、
個
人
情
報
の
判
断
基
準
は
「
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、ど
の
よ
う
に
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
「
識
別
の
基
準
」
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の
設
計
は
難
問
と
な
る
。
　
「
識
別
の
基
準
」
に
つ
い
て
、
中
国
国
内
に
お
い
て
よ
く
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
礎
と
な
る
個
人
情
報
の
定
義
と
個
人
情
報
の
内
容
等
に
対
す
る
認
識
は
一
致
し
て
い
な
い
た
め
、「
識
別
の
基
準
」
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
　
一
般
的
に
は
、
識
別
と
は
、
個
人
の
身
分
を
識
別
す
る
こ
と
と
個
人
の
行
為
を
識
別
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る17
。
前
述
し
た
中
国
の
民
法
典
に
定
め
ら
れ
た
個
人
情
報
の
内
容
を
見
れ
ば
、「
個
人
の
身
分
を
識
別
す
る
」
と
い
う
も
の
の
み
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
　
「
識
別
の
基
準
」
に
つ
い
て
、
中
国
に
お
い
て
個
人
情
報
保
護
法
の
制
定
は
民
法
典
に
採
用
さ
れ
た
列
挙
す
る
立
法
の
方
法
に
よ
っ
て
個
人
情
報
の
内
容
を
詳
細
に
定
め
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
る
。
ま
た
、「
個
人
の
行
為
を
識
別
す
る
」
こ
と
は
会
社
の
業
種
に
よ
っ
て
そ
の
基
準
が
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
、
個
人
情
報
保
護
法
に
お
い
て
統
一
に
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
業
種
の
関
連
立
法
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
な
お
、
列
挙
す
る
立
法
の
方
法
は
「
識
別
の
基
準
」
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
全
て
の
個
人
情
報
を
定
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
法
律
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
個
人
の
情
報
を
適
用
す
る
具
体
的
な
特
定
の
場
面
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
存
在
す
る18
。
４　
合
理
的
な
範
囲
で
の
使
用
　
あ
る
意
味
で
個
人
情
報
は
自
然
人
を
識
別
す
る
工
具
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
合
理
的
な
個
人
情
報
の
使
用
を
促
進
す
る
と
い
う
立
法
目
的
の
下
で
、
個
人
情
報
の
合
理
的
な
使
用
は
勿
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
一
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
お
い
て
、
個
人
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
「
告
知
＋
許
可
」
は
原
則
と
し
て
採
ら
れ
て
い
た19
。
二
回
目
の
草
案
に
お
い
て
は
、
上
記
の
「
告
知
＋
許
可
」
と
の
原
則
を
維
持
す
る
上20
、「
合
理
的
な
範
囲
以
内
に
公
開
さ
れ
る
個
人
情
報
の
処
理
は
当
該
自
然
人
の
許
可
を
得
る
必
要
が
な
い
」
と
い
う
規
定
が
許
可
を
得
る
必
要
が
な
い
一
つ
の
状
況
と
し
中国における個人情報の保護について
13
て
新
設
さ
れ
た21
。
し
か
し
、「
合
理
的
な
範
囲
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
は
明
確
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
中
国
の
実
務
上
に
多
く
の
問
題
が
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
会
社
は
利
益
を
獲
得
す
る
た
め
に
会
社
登
記
機
関
に
開
示
さ
れ
た
会
社
の
登
記
情
報
を
利
用
し
有
償
で
会
社
の
情
報
を
提
供
す
る
」
と
い
う
事
例
は
存
在
す
る
。
そ
れ
を
認
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
意
見
が
対
立
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
情
報
保
護
法
に
お
け
る
重
要
な
問
題
と
し
て
こ
れ
か
ら
「
合
理
的
な
範
囲
」
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
（
四
︶
外
国
へ
の
移
転
　
最
近
、
中
国
に
お
い
て
、
国
内
の
個
人
情
報
を
海
外
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
二
つ
の
こ
と
が
注
意
に
値
す
る
。
第
一
に
、
中
国
に
お
け
る
金
融
市
場
の
規
制
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
中
国
に
進
出
し
た
金
融
機
関
が
、
中
国
で
獲
得
し
た
投
資
者
の
個
人
情
報
等
を
海
外
の
本
社
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
国
家
安
全
の
視
点
か
ら
多
く
の
個
人
情
報
を
持
っ
て
い
る
中
国
の
会
社
が
ア
メ
リ
カ
で
上
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
中
国
国
内
で
注
目
さ
れ
て
い
る
問
題
と
な
る
。
　
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
お
い
て
、
外
国
に
個
人
情
報
を
移
転
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
比
較
的
に
詳
し
く
定
め
ら
れ
た
。
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
38
条
に
よ
れ
ば
、
外
国
へ
の
個
人
情
報
の
提
供
は
一
定
の
手
続
き
を
経
な
い
と
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
下
記
、
①
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
に
よ
る
安
全
評
価
に
合
格
し
た
こ
と
、
②
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
の
規
定
に
従
っ
て
専
門
機
構
に
よ
る
個
人
情
報
保
護
の
認
証
を
得
る
こ
と
、
③
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
が
制
定
す
る
契
約
を
使
用
し
て
、
国
境
外
の
移
転
先
と
契
約
を
締
結
し
、
双
方
の
権
利
及
び
義
務
を
約
定
し
、
か
つ
そ
の
個
人
情
報
取
扱
活
動
が
本
法
の
定
め
る
個
人
情
報
保
護
の
基
準
に
達
し
た
こ
と
を
監
武蔵野法学第 15 号
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督
す
る
こ
と
、
④
法
律
、
行
政
法
規
又
は
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
が
定
め
る
そ
の
他
の
条
件
、
と
い
っ
た
条
件
の
中
の
い
ず
れ
か
を
符
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い22
。
　
ま
た
、
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
は
、
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
の
運
営
者
及
び
巨
大
な
個
人
情
報
を
有
す
る
者
は
、
中
国
の
国
内
で
収
集
す
る
情
報
又
は
産
出
し
た
個
人
情
報
を
中
国
国
内
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
デ
ー
タ
を
外
国
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
に
よ
る
安
全
評
価
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
た23
。
　
一
回
目
の
草
案
と
比
べ
れ
ば
、
外
国
へ
の
個
人
情
報
提
供
に
関
し
て
中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
の
役
割
を
か
な
り
強
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
回
目
の
草
案
に
は
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
は
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
弁
公
室
を
指
す
と
明
確
に
さ
れ
た
が
、
上
記
の
規
定
を
見
て
、「
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
に
よ
る
安
全
評
価
を
受
け
る
こ
と
」
や
「
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
の
規
定
に
従
っ
て
専
門
機
構
に
よ
る
個
人
情
報
保
護
の
認
証
を
受
け
る
こ
と
」
の
内
容
は
ま
だ
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
お
い
て
巨
大
な
個
人
情
報
の
量
を
持
っ
て
い
る
会
社
は
海
外
で
上
場
す
る
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
の
か
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
制
定
さ
れ
て
い
る
三
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
四　
終
わ
り
に
　
個
人
の
情
報
は
個
人
の
も
の
と
社
会
の
も
の
と
の
両
方
の
属
性
が
あ
る
。
個
人
情
報
の
保
護
は
個
人
の
尊
重
と
保
護
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
電
子
デ
ー
タ
の
開
発
と
応
用
は
経
済
発
展
の
基
礎
と
な
る
た
め
、
そ
の
電
子
デ
ー
タ
を
便
利
に
使
用
す
る
こ
と
を
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
両
者
の
間
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
容
易
で
中国における個人情報の保護について
15
は
な
い
。
個
人
情
報
保
護
法
は
個
人
情
報
を
保
護
す
る
専
門
の
法
律
と
し
て
、
そ
の
立
法
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
方
向
に
行
く
の
か
、
特
に
、
個
人
情
報
の
属
性
、
範
囲
及
び
そ
の
使
用
の
規
律
等
は
重
要
な
問
題
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
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7 　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
保
護
を
強
化
す
る
決
定
」
の
１
条
。
　
「
電
信
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
者
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
管
理
規
定
」
の
４
条
。
　
中
国
の
「
民
法
典
」
９
９
０
条
。
　
二
回
目
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
２
０
２
１
年
４
月
29
日
か
ら
５
月
28
日
ま
で
の
一
か
月
に
行
わ
れ
た
。
　
一
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
章
立
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
第
１
章
：
総
則
、
第
２
章
：
個
人
情
報
の
処
理
規
則
、
第
３
章
：
個
人
情
報
の
海
外
へ
の
提
供
の
規
則
、
第
４
章
：
一
般
個
人
の
個
人
情
報
の
処
理
活
動
に
お
い
て
有
す
る
権
利
、
第
５
章
：
個
人
情
報
処
理
者
の
義
務
、
第
６
章
：
個
人
情
報
保
護
の
職
責
を
履
行
す
る
部
門
、
第
７
章
：
法
律
責
任
、
第
８
条
：
附
則
。
　
２
０
２
１
年
４
月
22
日
に
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
法
制
工
作
委
員
会
に
よ
り
主
催
さ
れ
た
記
者
会
見
で
行
わ
れ
た
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
に
関
す
る
説
明
を
参
照
（https://w
w
w
.thepaper.cn/new
sD
etail_forw
ard_12375403
︶。
　
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
37
条
。
こ
の
条
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
法
律
、
法
規
の
授
権
に
よ
り
公
共
事
務
の
管
理
権
限
を
有
す
る
組
織
が
、
法
定
の
職
責
を
履
行
す
る
た
め
に
個
人
情
報
を
処
理
す
る
場
合
、
本
法
の
国
家
期
間
に
よ
る
個
人
情
報
処
理
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。
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二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
57
条
。
こ
の
条
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
基
本
的
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
、
巨
大
な
ユ
ー
ザ
ー
数
、
業
務
類
型
が
複
雑
な
個
人
情
報
処
理
者
は
、
以
下
の
義
務
を
履
行
す
る
も
の
と
す
る
。
　
主
に
部
外
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
独
立
機
関
を
設
立
し
、
個
人
情
報
処
理
活
動
に
対
し
て
監
督
を
行
う
こ
と
。
　
法
律
、
行
政
法
規
に
重
大
な
違
反
を
し
て
個
人
情
報
の
処
理
を
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
の
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
停
止
す
る
こ
と
。
　
個
人
情
報
保
護
社
会
責
任
レ
ポ
ー
ト
を
定
期
的
に
発
布
し
、
社
会
の
監
督
を
受
け
る
こ
と
。
　
梅
夏
英
、「
電
子
デ
ー
タ
の
法
律
属
性
及
び
そ
の
民
法
で
の
位
置
づ
け
」、
中
国
社
会
科
学
２
０
１
６
年
９
巻
、
１
６
５
頁
。
　
馬
俊
駒
、
梅
夏
英
、「
財
産
権
制
度
の
歴
史
的
な
評
価
と
現
実
的
な
思
考
」、
中
国
社
会
科
学
１
９
９
９
年
１
巻
、
98
頁
。
　
梅
夏
英
、「
電
子
デ
ー
タ
の
法
律
属
性
及
び
そ
の
民
法
で
の
位
置
づ
け
」、
中
国
社
会
科
学
２
０
１
６
年
９
巻
、
１
６
７
頁
。
　
例
え
ば
、
電
子
デ
ー
タ
に
記
録
さ
れ
る
情
報
と
な
る
た
め
、
中
国
の
法
律
実
務
で
は
、
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
（
中
国
の
大
手
会
社
で
あ
る
テ
ン
セ
ン
ト
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ア
プ
リ
で
あ
る
。︶
の
ID
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
争
う
事
件
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
国
の
大
手
会
社
で
あ
る
ア
リ
バ
バ
は
運
営
し
て
い
る
中
国
最
大
の
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
で
あ
る
タ
オ
バ
オ
ワ
ン
で
の
出
店
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
争
う
訴
訟
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
に
お
い
て
争
点
と
な
っ
た
も
の
は
電
子
デ
ー
タ
に
記
録
さ
れ
た
個
人
情
報
で
あ
る
。
　
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
４
条
。
　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
」
の
76
条
。
　
中
国
の
「
民
法
典
」
１
０
３
５
条
。
　
中
国
に
お
い
て
、
個
人
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
関
係
に
つ
き
多
く
の
者
は
個
人
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
は
違
う
た
め
、
互
い
に
平
行
し
て
独
立
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
意
見
に
お
い
て
、
さ
ら
に
、
個
人
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
見
と
、
個
人
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
重
な
る
部
分
が
存
在
す
る
と
い
う
意
見
が
対
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
個
人
情
報
の
実
質
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
も
存
在
す
る
。
中国における個人情報の保護について
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彭
誠
信
、
史
曉
宇
、「
個
人
情
報
の
識
別
基
準
の
外
国
考
察
と
我
が
国
へ
の
導
入
」 
、
河
南
社
会
科
学
２
０
２
０
年
11
巻
、
３
頁
。
　
範
為
、「
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
時
代
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
環
球
法
律
評
論
２
０
１
６
年
５
巻
、
１
０
８
頁
。
　
一
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
14
条
。
　
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
14
条
。
　
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
13
条
。
　
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
38
条
。
こ
の
38
条
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
個
人
情
報
取
扱
う
者
が
業
務
等
の
必
要
に
よ
り
、
確
か
に
中
国
の
国
境
外
に
個
人
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
少
な
く
と
も
下
記
の
条
件
の
内
一
つ
の
条
件
を
符
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
一
︶
本
法
第
40
条
の
規
定
に
従
っ
て
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
に
よ
る
安
全
評
価
に
合
格
し
た
こ
と
。
（
二
︶
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
の
規
定
に
従
っ
て
専
門
機
構
に
よ
る
個
人
情
報
保
護
の
認
証
を
得
た
こ
と
。
（
三
︶
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
が
制
定
す
る
契
約
を
使
用
し
て
、
国
境
外
の
移
転
先
と
契
約
を
締
結
し
、
双
方
の
権
利
及
び
義
務
を
約
定
し
、
か
つ
そ
の
個
人
情
報
取
扱
活
動
が
本
法
の
定
め
る
個
人
情
報
保
護
の
基
準
に
達
し
た
こ
と
を
監
督
す
る
こ
と
。
（
四
︶
法
律
、
行
政
法
規
又
は
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
が
定
め
る
そ
の
他
の
条
件
。
　
二
回
目
の
個
人
情
報
保
護
法
の
草
案
の
40
条
。
こ
の
40
条
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
重
要
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
運
営
者
及
び
処
理
す
る
個
人
情
報
の
数
量
が
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
に
定
め
ら
れ
た
数
量
に
達
し
た
個
人
情
報
の
取
扱
者
は
、
中
国
の
国
内
で
収
集
す
る
情
報
又
は
産
出
し
た
個
人
情
報
を
中
国
国
内
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
境
外
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
に
よ
る
安
全
評
価
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
、
行
政
法
規
及
び
国
家
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
管
理
部
門
が
安
全
評
価
を
行
う
必
要
が
な
い
と
規
定
す
る
場
合
は
、
そ
の
規
定
に
従
う
。
